
中野区長と
外国人住民の懇談会

～ワクチン接種から考える

外国人住民への情報提供のあり方～

日時：2021年7月7日（水）18:00～19:30

場所：ZOOMにて開催

主催：明治大学国際日本学部山脇ゼミ

協力：中野区



【趣旨】
中野区に在住する外国人住民は、
2020年2月をピークに減少していま
すが、それでも現在約17000人の外
国人住民が暮らし、区における割合
としては5.1パーセントを占めていま
す。

コロナ終息の糸口として、期待の高
まるワクチン。しかし、ワクチン接
種についての情報は外国人住民にき
ちんと行き届いているでしょうか。
今回はこの「ワクチン接種から考え
る外国人住民への情報提供のあり
方」をテーマに、情報をどのように
外国人住民に伝えたらよいか、皆さ
んと考えたいと思います。



【テーマ】
「ワクチン接種から考える外国人
住民への情報提供のあり方」

1．ワクチン接種

2．郵送物

３．ホームページ

４．外国人のための
なかの生活ガイドブック



18:00 開会挨拶・登壇者紹介

18:05 山脇ゼミによる調査報告

18:15 ディスカッション

19:00 一般参加者との質疑応答

19:20 まとめ

19:30 閉会挨拶

*閉会後、30分ほどオンライン懇親会
を予定しています。

【タイムスケジュール】



【登壇者プロフィール】

〇キム ソリ

出身国：韓国

日本滞在歴：3年

所属：明治大学

〇アヴドーシェンコ・ダーリヤ
(Avdosenko Daria）

出身国：ロシア

日本滞在歴：7か月

所属：イーストウエスト日本語学校

〇マック・クワン・タオ
(Mak Kwan Tao）

出身国：香港

日本滞在歴：2年

所属：明治大学



〇日高 悠希（ひだか ゆうき）

出身国：日本

日本滞在歴：20年

所属：明治大学

〇李 志鵬 (り しほう）

出身国：中国

日本滞在歴：8か月

所属：イーストウエスト
日本語学校

〇ラーマ ジャマール アルディーン
（Rama Jamal Aldin）

出身国：シリア

日本滞在歴：9年

所属：明治大学



〇 酒井 直人(さかい なおと)

中野区長。岐阜県生まれ。早稲田
大学法学部卒業、早稲田大学大学
院法学研究科修了。中野区勤務
（広報担当副参事、地域包括ケア
推進担当副参事等を歴任）を経て、
2018年に中野区を退職、同年
6月、中野区長就任。

〇 山脇 啓造(やまわき けいぞう)

明治大学国際日本学部教授。総務
省など国や東京都、世田谷区、中
野区など自治体の外国人施策関連
委員を歴任。主著に『新 多文化共
生の学校づくり』（明石書店、
2019年）。
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・若い世代が多い（特に20代）

・2021年は10代、20代が減少





【明治大学国際日本学部】
明治大学国際日本学部は、2008年4月に和泉キャン
パスに開設され、2013年4月に中野キャンパスに移
転しました。国際日本学部では、世界で活躍できる
人材の育成を目指し、高い英語力と国際的な視野を
養うための授業が行われています。積極的に外国人
留学生を受け入れ、また在学生の海外留学のプログ
ラムも充実しています。

【山脇ゼミ】
多文化共生のまちづくりをテーマに、中野区を
フィールドに調査やイベントを行っている、明治大
学屈指の実践志向、地域密着型のゼミです。

［３年］
野田鈴夏（ゼミ長）、佐藤優香子（副ゼミ長）、鈴
木尊晴（副ゼミ長）、石村萌菜美、大島沙也、大後
里咲、北村奈々、キムソリ、古賀朝子、田中柚希、
土橋成実、服部楓、日高悠希、松村有理惠、盛永樹、
矢野良那 [青字の学生は懇談会担当]

［4年］
堀内亜沙子（ゼミ長）、菊島百佳（副ゼミ長）、鄭
惺録（副ゼミ長）、太田菜月、金井音色、木村彩裕、
嵯峨るな、鋤柄唯、高野真咲、高橋一生、塚田百音、
吉鶴太聖、渡邉夏美


